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フソロモン地震
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「
中
長
期
の
支
援
必
要
」

回
炉
心
被
災
地
ギ
ソ
島
視
察

ゾ
（
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
）

６
日
共
同
」
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

沖
地
震
の
発
生
か
ら
五
日
目

の
六
日
、
津
波
被
害
が
最
も

大
き
か
っ
た
ギ
ゾ
島
で
は
、

避
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
に
食
料

な
ど
の
援
助
物
資
が
徐
々
に

行
き
渡
り
始
め
た
が
、
普
段

の
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
な

お
時
問
が
必
要
で
復
興
へ
の

道
の
り
は
遠
い
。

　
日
本
の
児
玉
結
了
駐
ソ

ロ
モ
ン
臨
時
代
理
大
使
が
同

日
、
ギ
ゾ
島
の
病
院
や
避
難

民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
訪
問
し

　
谷
本
政
府
が
毛
布
や
シ
ー

ト
を
緊
急
支
援
と
し
て
贈
る

こ
と
を
決
め
た
」
と
説
明
。

　
「
復
興
の
た
め
に
は
中
長
期

的
な
支
援
が
必
要
。
草
の
根

無
償
支
援
と
し
て
病
院
の
職

員
住
宅
を
再
建
で
き
る
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

　
地
元
の
当
局
者
や
赤
十
字

に
よ
る
と
、
ギ
ゾ
島
な
ど
が

あ
る
西
部
県
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
約
四
十
人
の
死
者
が
確

認
さ
れ
た
。

　
西
部
県
の
ロ
コ
ピ
オ
知
事

に
よ
る
と
、
医
原
品
や
テ
ン

ト
、
食
料
品
な
ど
は
ま
だ

不
十
分
。
地
元
の
赤
十
字

　
－
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－
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‐
‐
‘
’
～
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―
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は
同
日
、
ギ
ゾ
渇
に
次
い
で

被
害
の
大
き
か
っ
た
シ
ン

ボ
渇
に
初
め
て
船
で
テ
ン
ト

や
食
器
、
飲
料
水
な
ど
を
届

け
た
が
、
食
料
品
は
不
足
し

て
い
る
た
め
積
め
な
か
っ

た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

　
調
整
員
派
遣
へ

　
。
寄
付
金
も
受
け
付
け

　
南
太
平
洋
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

渇
仰
で
起
き
た
地
震
と
津
波

に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た

め
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

市
楢
津
）
は
六
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
調
整
員
ニ
テ
ィ

ア
ン
・
ヴ
ィ
土
フ
ヴ
ァ
グ
さ

ん
言
ハ
）
＝
岡
山
市
＝
の
現
地

派
遣
を
決
め
た
。

　
七
日
午
後
、
同
市
を
出
発
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ

ル
ン
経
由
で
震
源
地
に
近
い

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
西
部
ギ
ゾ
に
Ｉ

入
り
、
不
足
物
資
の
把
握
憚

ど
を
通
し
て
今
後
の
支
援
暴

を
検
討
す
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

必
要
に
応
じ
て
、
医
療
チ
ー

ム
を
送
る
方
針
。

　
郵
便
振
替
（
０
１
２
５
０

－
２
－
４
０
７
０
９
）
で

寄
付
金
を
受
け
付
け
て
い

る
。
口
座
名
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

で
、
通
信
欄
に
「
ソ
ロ
モ
ン

地
震
」
と
記
入
す
る
。
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